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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】内視鏡先端のレンズ表面に付着した汚れを、患
者の体腔内で確実に除去できる内視鏡用レンズ清掃具を
提供する。
【解決手段】トルクを伝達する弾性変形可能な長尺部材
３１と、長尺部材３１の先端の外周面を被覆し、内視鏡
のレンズを清掃する清掃部材２１を備え、長尺部材３１
は先端がＬ字状に屈曲する屈曲部３２を有し、清掃部材
２１は、当該長尺部材３１が内視鏡の処置具挿通チャン
ネルに挿通されて内視鏡先端から突出した際に、内視鏡
のレンズ面と清掃部材２１の内視鏡レンズ側の面または
稜線との距離が一定ではない内視鏡用レンズ清掃具。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
トルクを伝達する弾性変形可能な長尺部材と、
長尺部材の先端の外周面を被覆し、内視鏡のレンズを清掃する清掃部材を備え、
長尺部材は先端がＬ字状に屈曲する屈曲部を有し、
清掃部材は、当該長尺部材が内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿通されて内視鏡先端から
突出した際に、内視鏡のレンズ面と清掃部材の内視鏡レンズ側の面または稜線との距離が
一定ではない内視鏡用レンズ清掃具。
【請求項２】
前記内視鏡のレンズ面と清掃部材の内視鏡レンズ側の面または稜線との距離が勾配を有す
る請求項１に記載の内視鏡用レンズ清掃具。
【請求項３】
前記内視鏡のレンズ面と清掃部材の内視鏡レンズ側の面または稜線との距離が、長尺部材
の先端側がより小さい請求項２に記載の内視鏡用レンズ清掃具。
【請求項４】
前記清掃部材が先端に向かって、内視鏡レンズ面との距離が小さくなるテーパ形状である
請求項１から３のいずれかに記載の内視鏡用レンズ清掃具。
【請求項５】
前記長尺部材の屈曲部が、長尺部材の先端がレンズ面に対して近づく方向に屈曲している
請求項１から４のいずれかに記載の内視鏡用レンズ清掃具。
【請求項６】
前記長尺部材の屈曲部が、長尺部材の先端がレンズ面に対して平行な方向に屈曲している
請求項１から４のいずれかに記載の内視鏡用レンズ清掃具。
【請求項７】
前記長尺部材および前記清掃部材を収めることのできる樹脂製の長尺の外筒を備える請求
項１から６のいずれかに記載の内視鏡用レンズ清掃具。
【請求項８】
前記清掃部材の先端部に、清掃部材の先端がレンズ面に対して離れていく方向に屈曲して
いる清掃部材屈曲部を有する請求項１から７のいずれかに記載の内視鏡用レンズ清掃具。
【請求項９】
前記清掃部材の先端部に、内視鏡のレンズより硬度の低い柔軟部を有する請求項１から８
のいずれかに記載の内視鏡用レンズ清掃具。
【請求項１０】
前記清掃部材がブラシである請求項１から９のいずれかに記載の内視鏡用レンズ清掃具。
【請求項１１】
前記清掃部材の材質がエラストマーである請求項１から１０のいずれかに記載の内視鏡用
レンズ清掃具。
【請求項１２】
前記清掃部材の材質が生分解性樹脂である請求項１から１０のいずれかに記載の内視鏡用
レンズ清掃具。
【請求項１３】
前記長尺部材が中空のチューブ材であり、長尺部材の清掃部材が設けられた部分に開口部
を有する請求項１から１２のいずれかに記載の内視鏡用レンズ清掃具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の処置具挿通チャンネルを経由して、内視鏡の先端に設けられた対物
レンズ、照明レンズを清掃するための内視鏡用レンズ清掃具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、人体内に挿入し、先端に設けられた対物レンズや照明レンズによって体腔内を観
察するための内視鏡が知られている。内視鏡を用いた胃や大腸の検査やＥＳＤ（内視鏡的
粘膜下層剥離術）等の処置の最中には、内視鏡のレンズ面へ、粘液や便塊、高周波処置具
での粘膜の切開に伴う組織からの脂肪分などが付着することがある。
【０００３】
　そこで特許文献１では、内視鏡のレンズ表面に向けて空気や水を噴射するノズルを備え
る内視鏡が開示されている。これにより術者が内視鏡を体腔内から抜去することなく、対
物レンズ表面に付着した汚れを除去できる。
【０００４】
　また、特許文献２では先端が環状に形成された弾性の長尺部材の先端に清掃部材を備え
た内視鏡レンズ清掃用の清掃具が開示されている。これにより術者が内視鏡を体腔内から
抜去することなく、レンズ表面に付着した汚れを除去できる。
【０００５】
　さらに、特許文献３では内視鏡の外周部に設けられたチャンネルに通り、先端を内視鏡
先端の固定穴に固定したＬ字型の清掃具が開示されている。これにより術者が内視鏡を体
腔内から抜去することなく、レンズ表面に付着した汚れを除去できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－１２０７０１号公報
【特許文献２】特開２０１４－２０４８４３号公報
【特許文献３】特開平５－１５４８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、強力に付着した付着物は特許文献１に示すようなノズルでは完全に除去
できないこともがあり、内視鏡の視野の欠損やぼけを発生させ、高精度の検査や処置に悪
影響を及ぼす可能性がある。そのため現状では術者は一般的に内視鏡を一旦患者から抜去
してからレンズを綿布や綿棒などで拭って汚れを除去し、再び内視鏡を患者に挿入する必
要があるが、それは検査、処置時間の増大となり、術者、患者ともに精神的、肉体的負担
が大きくなる。
【０００８】
　また、特許文献２に示す清掃具では、内視鏡先端で清掃部材を展開した際に内視鏡先端
から環状の部材が突出するため、部材が患者の体腔内粘膜に意図せず接触する可能性が高
くなり、術者の手技に影響を与える可能性がある。また、内視鏡の検査、処置の際には、
内視鏡先端に視野確保のために内視鏡先端フードと言われる円筒形のアタッチメントを取
り付けることがあるが、環状の部材と内視鏡先端フードが干渉すると術者の手技に影響を
与える可能性がある。
【０００９】
　さらに、特許文献３に示す清掃具は専用の内視鏡を必要とし、患者の体腔内に挿入する
前に内視鏡にセットしておかなければならず、清掃具が必要となるケースのあるなしに関
わらず、清掃具を消費せざるを得ない。また、清掃性を高めるためレンズ面に押し付け力
を発生させようと清掃具の長手部を基端側に引っ張ると、清掃具を挿通しているチャンネ
ルの開口部辺縁もしくは内視鏡先端の辺縁部を支点として清掃用部材が持ち上がってしま
い、所望の部位を均一に清掃することが困難になることが考えられる。
【００１０】
  そこで本発明は、これらの課題に鑑みてなされたものであり、内視鏡のレンズ面に付着
した付着物を確実に除去できる内視鏡用清掃具を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
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　本発明の内視鏡用レンズ清掃具は、前記課題を解決するために以下の構成を備える。
【００１２】
　（１）本発明の内視鏡用レンズ清掃具は、内視鏡のレンズ面の付着物を除去するもので
あって、トルクを伝達する弾性変形可能な長尺部材と、長尺部材の先端の外周面を被覆し
、内視鏡のレンズを清掃する清掃部材を備え、長尺部材は先端が略Ｌ字状に屈曲する屈曲
部を有し、清掃部材は、当該長尺部材が内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿通されて内視
鏡先端から突出した際に、内視鏡のレンズ面と清掃部材の内視鏡レンズ側の面または稜線
との距離が一定ではないように構成されている。したがって、本発明の内視鏡用レンズ清
掃具は、清掃具の手元側から加えられる力を先端側の清掃部材に確実に伝えることができ
、所望の部位を均一に清掃することができる。
【００１３】
　本発明の構成によれば、レンズ表面に向けて空気や水を噴射させる特許文献１の内視鏡
と比べると、レンズ表面に付着した汚れをより効果的に除去できる。また、長尺部材の先
端側がＬ字状に屈曲しているので、特許文献２に開示される清掃具より、内視鏡先端から
の突出を少なくすることができ、患者の体腔内粘膜と清掃具との意図しない接触や内視鏡
先端フードとの干渉も減らすことができる。さらに、内視鏡のレンズ面と清掃部材の内視
鏡レンズ側の面または稜線との距離が一定ではないように構成されているので、清掃部材
とレンズ面との密着性を高めることができ、特許文献３に開示される清掃具と比べると、
汚れの除去性能をより高めることができる。さらに、本発明の清掃具は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルへの抜き差しにより用いるものであるため、特許文献３に開示される清掃
具のように、使用不使用に関わらず清掃具をセットする必要がなく、必要に応じて本発明
の清掃具を用いればよく、デバイスの無駄遣いを防ぐことができる。
【００１４】
  （２）本発明の内視鏡用レンズ清掃具において、内視鏡のレンズ面と清掃部材の内視鏡
レンズ側の面または稜線との距離が勾配を有することが好ましい。勾配があることにより
、清掃部材の先端から後端までをレンズ面に接触させることができる。
【００１５】
  （３）本発明の内視鏡用レンズ清掃具において、内視鏡のレンズ面と清掃部材の内視鏡
レンズ側の面または稜線との距離が、長尺部材の先端側がより小さいことが好ましい。先
端側の距離がより小さいことにより、清掃部材の先端から後端までを確実にレンズ面に接
触させることができる。
【００１６】
　（４）本発明の内視鏡用レンズ清掃具において、清掃部材が先端に向かって、内視鏡レ
ンズ面との距離が小さくなるテーパ形状であることが好ましい。これにより、長尺部材の
屈曲角度に関わらず、清掃部材の先端から後端までを確実にレンズ面に接触させることが
できる。
【００１７】
　（５）本発明の内視鏡用レンズ清掃具において、長尺部材の屈曲部が、長尺部材の先端
がレンズ面に対して近づく方向に屈曲していることが好ましい。これにより、清掃部材の
形状に関わらず、清掃部材の先端から後端までを確実にレンズ面に接触させることができ
る。
【００１８】
　（６）本発明の内視鏡用レンズ清掃具において、長尺部材の屈曲部が、長尺部材の先端
がレンズ面に対して平行な方向に屈曲していることが好ましい。レンズ面に対して平行な
方向に屈曲とは、屈曲部がＬ字状に屈曲している場合において、短辺と長辺のなす角が略
９０度であることをいう。特別な角度を設定する必要がないため、本発明の清掃具の製造
がより容易になる。
【００１９】
　（７）本発明の内視鏡用レンズ清掃具において、長尺部材および清掃部材を収めること
のできる樹脂製の長尺の外筒を備えることが好ましい。これにより、内視鏡の処置具挿通
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チャンネルに対して、先端に清掃部材を備える長尺部材をよりスムーズに挿脱することが
できる。また、清掃具と内視鏡部材とが接触することがないので、清掃具本体や内視鏡を
傷めることがない。
【００２０】
　（８）本発明の内視鏡用レンズ清掃具において、清掃部材の先端部に、清掃部材の先端
がレンズ面に対して離れていく方向に屈曲している清掃部材屈曲部を有することまたは、
（９）内視鏡のレンズより硬度の低い柔軟部を有することが好ましい。これにより、内視
鏡のレンズを長尺部材や清掃部材により傷めることを抑えることができる。
【００２１】
　（１０）本発明の内視鏡用レンズ清掃具において、清掃部材はブラシであることまたは
、（１１）清掃部材の材質はエラストマーであることが好ましい。これにより、内視鏡の
レンズ面の付着物を効率的に掻き落とすことができる。
【００２２】
　（１２）本発明の内視鏡用レンズ清掃具において、前記清掃部材の材質は生分解性樹脂
であることが好ましい。これにより、清掃部材が体内で脱落したとしたとしても、人体へ
の影響をより小さくすることができる。
【００２３】
　（１３）本発明の内視鏡用レンズ清掃具において、長尺部材が中空のチューブ材であり
、長尺部材の基端部および清掃部材が設けられた部分に開口部を有することが好ましい。
これにより、長尺部材の基端部から液体または気体を注入し、開口部から放出しながら、
清掃部材によるレンズの清掃が可能になるので、付着物をより確実に除去することができ
る。また、簡単な構造で液体や気体による洗浄と清掃部材による清掃とを同時に行うこと
が可能となる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、内視鏡先端のレンズ表面に付着した汚れを、患者の体腔内で、従来よ
りも確実に安全に効率的に除去できる。また、部品点数が少なく、簡略化された構造であ
るため、製造が容易であり、また安価に製造することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の一実施例に係る内視鏡用レンズ清掃具の平面図である。
【図２】本発明の一実施例に係る内視鏡用レンズ清掃具を示す一部断面を含む平面図であ
る。
【図３】本発明の一実施例に係る内視鏡用レンズ清掃具の一部断面の拡大図である。
【図４】本発明の一実施例に係る内視鏡用レンズ清掃具の先端部を示す図である。
【図５】本発明の一実施例に係る内視鏡用レンズ清掃具の使用状態の先端部を示す図であ
る。
【図６】本発明の一実施例に係る内視鏡用レンズ清掃具の使用状態の先端部を示す図であ
る。
【図７】本発明の一実施例に係る内視鏡用レンズ清掃具の使用状態の先端部を示す図であ
る。
【図８】本発明の一実施例に係る内視鏡用レンズ清掃具の使用状態の先端部を示す図であ
る。
【図９】本発明の一実施例に係る内視鏡用レンズ清掃具の使用状態の先端部を示す図であ
る。
【図１０】比較例の内視鏡用レンズ清掃具の使用状態の先端部を示す図である。
【図１１】比較例の内視鏡用レンズ清掃具の使用状態の先端部を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本発明の内視鏡用レンズ清掃具は、先端面にレンズを有する内視鏡の処置具挿通チャン
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ネルに挿通され、内視鏡のレンズを清掃するためのものである。内視鏡基端部の処置具挿
通チャンネルの基端側開口部から清掃具を挿通し、先端側開口部から清掃部材を含む長尺
部材の一部を突出させ、清掃部材をレンズに接触させてレンズの清掃を行う。
【００２７】
　本発明の内視鏡用レンズ清掃具の長尺部材は、弾性変形可能な材料で形成され、先端部
側にＬ字状に曲がった屈曲部を有する。長尺部材の弾性は、内視鏡の処置具挿通チャンネ
ルの変形に沿って形状が変化する程度の弾性であれば足りる。長尺部材の材料は、弾性変
形可能な材料であれば特に限定されないが、超弾性合金が好ましく、Ｎｉ－Ｔｉ系合金、
Ｆｅ－Ｍｇ－Ｓｉ系合金、Ａｕ－Ｃｕ－Ａｌ系合金、Ｃｏ－Ｃｒ系合金、Ｃｏ－Ｎｉ系合
金などが挙げられる。そのほかの材料として超弾性ポリアミドなどの超弾性樹脂が挙げら
れる。また、少なくとも長尺部材の屈曲部が超弾性を有する材料で形成されていればよい
ので、当該部分のみを超弾性合金で形成し、その他の部分に異なる素材を用いてもよい。
異なる素材としては、ステンレスなどの金属、ナイロンなどの樹脂を用いることができる
。異なる材料を用いる場合は、異なる線材間を通常の接合方法で接合すればよい。例えば
、金属管でかしめて結合する、溶接、溶着や接着するなどの方法がある。長尺部材の屈曲
部を超弾性や弾性変形可能な材料で構成することで、清掃部材、屈曲部を含む長尺部材の
先端を外筒から突出した際に確実にＬ字状の屈曲部の元の形状に復元し、効率的にレンズ
を清掃することができる。
【００２８】
　長尺部材は、単線であっても、単線をより合わせた撚線であってもよい。単線であれば
、製造が容易であり、撚り線であれば、長尺部材の強度を上げることができるので、基端
側の回転操作をより確実に先端部に伝えることができるなど、清掃部材の操作性を向上さ
せることができる。また、長尺部材の途中部分で線状部材がつなぎ合わされている構造で
あってもよい。長尺部材の長さは、先端側でレンズの清掃、基端側で長尺部材の操作を行
うために、処置具挿通チャンネルより長いことが必要である。
【００２９】
　また、長尺部材は、中空のチューブ状部材であってもよい。チューブ状部材とし、さら
に基端部と清掃部材を形成する位置とにチューブの外部と連通する開口部を設けることに
よって、長尺部材の基端側から送り込まれた液体や気体などを開口部から放出することが
できる。清掃部材による付着物の除去時に、液体や気体を放出することにより、付着物の
除去をより確実にすることができる。液体や気体などの送出は、長尺部材の基端側開口部
にシリンジなどを接続することにより行うことができる。
【００３０】
　本発明の清掃部材は、長尺部材およびその先端に位置する清掃部材を収納する外筒を備
えることが好ましい。外筒内に長尺部材および清掃部材を収納し、清掃部材を保護するこ
とができるので、内視鏡の処置具挿通口の栓、処置具挿通チャンネルを経て清掃部材を内
視鏡先端にデリバリーする際に、清掃部材を傷めることがない。また処置具挿通チャンネ
ルの内面を傷つけることもない。このため、この構成によれば処置具挿通チャンネルに対
して長尺部材をよりスムーズに挿脱することができる。外筒の材料は、特に限定されない
が、樹脂製や金属製が好ましく、内視鏡の処置具挿通チャンネルの変形に沿って形状が変
化する弾性を有する材料であることが好ましい。樹脂であれば、ＰＴＦＥ（ポリテトラフ
ルオロエチレン）、ＰＰ（ポリプロピレン）などが好ましい。外筒は、内視鏡画像で清掃
部材の向きを確認するために、透明材料で形成することもできる。
【００３１】
　内視鏡用レンズ清掃具は、内視鏡の処置具挿通チャンネルや外筒に挿通されたとき、長
尺部材の先端Ｌ字状の屈曲部が、弾性により、処置具挿通チャンネルや外筒の形状に沿う
形状となる。そして、長尺部材の屈曲部は、処置具挿通チャンネルから突出したときに、
弾性力により元の形状に復元し、清掃部材が内視鏡の先端面に対向するようになる。そし
て抜去されるときにも、長尺部材の先端側の屈曲部は、弾性を有するため、処置具挿通チ
ャンネルや外筒の形状に沿う形状となる。これにより、スムーズに処置具挿通チャンネル
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への抜き差しを行うことができる。
【００３２】
　長尺部材の先端部の外周面は、清掃部材によって一部または全部が被覆される。清掃部
材は、レンズを清掃するためのものである。清掃部材は、処置具挿通チャンネルに挿通さ
れて内視鏡の先端部から突出したとき、内視鏡の先端面に対向する。このとき、内視鏡の
レンズ面と清掃部材の内視鏡レンズ面側の面または稜線との距離が一定でないように構成
されている。長尺部材を軸方向に基端側へ引くことにより、内視鏡のレンズ面と清掃部材
の内視鏡レンズ面側の面または稜線との距離がゼロになり、清掃部材と内視鏡レンズを密
着させることができる。
【００３３】
　清掃部材の内視鏡レンズ側の面とは、清掃部材を内視鏡の先端面に対抗させたときに、
内視鏡のレンズ面と向かい合う面をいう。また、清掃部材の内視鏡レンズ側の稜線とは、
清掃部材の内視鏡のレンズ面と向かい合う部分が線状である場合の、レンズに最も近い部
分をいう。
【００３４】
　内視鏡のレンズ面と清掃部材の内視鏡レンズ面側の面または稜線との距離が一定でない
とは、内視鏡のレンズ面とレンズ面と対抗した清掃部材の面または稜線との間隔が一定で
ないことをいい、清掃部材の先端側から屈曲部側にかけて徐々に間隔が広くなる構成、狭
くなる構成、間隔が周期的に変化する構成、ランダムに変化する構成などが挙げられる。
レンズ面と清掃部材の内視鏡レンズ側の面または稜線との距離が勾配を有するとは、前記
間隔が徐々に広くまたは狭くなる構成をいう。清掃部材と内視鏡レンズを密着させるため
には、清掃部材の先端側から屈曲部にかけて前記間隔が徐々に広くなる構成、つまり、先
端側がより内視鏡レンズ面に近い構成が好ましい。この構成を、内視鏡のレンズ面と清掃
部材の内視鏡レンズ面側の面または稜線との距離が、長尺部材の先端側がより小さい構成
という。
【００３５】
　また、清掃部材自身の形状が、清掃部材の内視鏡レンズ面側の面または稜線と内視鏡の
レンズ面との距離が小さくなるテーパ形状であることが好ましい。これにより、屈曲部の
形状に関わらず、清掃部材の先端側を、内視鏡レンズ面により近づけることができる。こ
のようなテーパ形状として、清掃部材の基端部を底辺とし、先端部にかけて徐々に徐々細
りになった円錐台形状や四角錐台形状、レンズ面側のみ先端部に向かって小さくなる形状
などとすることができる。
【００３６】
　ここで清掃部材は例えばブラシ、スポンジ、柔軟なプラスチック片、不織布などが挙げ
られる。ブラシである場合、付着物の除去の確実性を上げることができるので好ましい。
清掃部材の材料は、ナイロン、ポリプロピレン、塩化ビニル、ポリアミド、ポリエステル
、アクリル、ポリウレタン、ポリスチレン、ポリオレフィン、シリコーン、レーヨン、ゴ
ム、ナイロンエラストマー、エステルエラストマー、ウレタンエラストマー、オレフィン
エラストマー、綿、絹など、種々の材料を選択することができる。材料をエラストマーと
し、内視鏡のレンズ面に対し角度をつけたエッジを有する形状などブレード状の形状とす
ることで、付着物をより確実に除去することができる。また、生体内で用いるものである
ため、安全性をより高めるために生分解性樹脂を用いることも好ましい。清掃部材は、内
視鏡のレンズと接するため、レンズを傷つけることがなく、かつ付着物を除去できる強度
や腰の強さをもつものを選択することが好ましい。
【００３７】
　清掃部材を長尺部材に固定するには、例えば清掃部材がブラシである場合、長尺部材を
二本の線材とし、その間に毛を挟み込み線材を撚ってブラシ状にする方法や、長尺部材に
静電植毛によりブラシの毛を固定する方法など任意の方法を採用することができる。スポ
ンジやプラスチック片、不織布の場合は、熱による溶着や接着剤による接着、上記のよう
に長尺部材に挟み込むことなどにより長尺部材と清掃部材を固定することができる。
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【００３８】
　長尺部材の屈曲部の形状は、清掃部材の先端が内視鏡のレンズ面に対して近づく方向に
屈曲していればよく、その形状として長尺部材の先端側が短辺、基端部側が長辺となるＬ
字状の形状が挙げられる。また、屈曲部は、２辺が角度を有するように曲げられていても
よく、カーブを描くように曲げられていてもよい。また、波打った形状であってもよい。
長尺部材の先端が、内視鏡のレンズ面に対して近づく方向に屈曲していれば、清掃部材が
長尺部材の長軸に平行な形状であった場合にも、清掃部材の先端が内視鏡のレンズ面に対
して近づくことになるので好ましい。
【００３９】
　さらに、屈曲部は長尺部材の先端が内視鏡のレンズ面に対して平行な方向に屈曲する構
成でもよい。この場合、清掃部材の形状を、清掃部材の先端部がレンズ面に近づく形状に
することで、清掃部材のレンズへの密着性を高めることができる。
【００４０】
　清掃部材の最先端側には、内視鏡のレンズ面から離れていく方向に屈曲する清掃部材屈
曲部を設けてもよい。このようにすることで、清掃部材の先端部や長尺部材で、レンズ面
を傷つけることを防ぐことができる。清掃部材屈曲部は、清掃部材の形状で構成してもよ
く、長尺部材の形状によって構成してもよい。
【００４１】
　清掃部材の先端側には、内視鏡のレンズより硬度の低い柔軟部を設けてもよい。このよ
うにすることで、清掃部材の先端部がレンズに接した際にレンズ面を傷つけることを防ぐ
ことができる。この場合、清掃具の最先端部がこの柔軟部であることが好ましい。
【００４２】
　また、術者が、本発明の清掃部材を処置具挿通チャンネルへ挿通する際や、清掃部材を
内視鏡のレンズに接触させたり、長尺部材をその中心軸回りに回転させて清掃部材を揺動
させる際などの操作を容易にするために、長尺部材の基端側に、操作ハンドルを設けるこ
とができる。術者は操作ハンドルを把持、回転することで清掃具を操作することができる
。操作ハンドルは、長尺部材の外径よりも太い外径を持つことが好ましい。これにより、
術者は長尺部材をより回転操作しやすくなる。また、基端側で高いトルクを発生すること
が可能になるので、先端の清掃部材の揺動による汚れの除去性能を高くすることができる
。
【００４３】
　以下に、本発明の内視鏡用レンズ清掃具の使用方法について説明する。
【００４４】
　本発明の内視鏡用レンズ清掃具は、内視鏡検査、処置中に術者が内視鏡画像よりレンズ
面に内視鏡のノズルによる水や空気の噴射では取り除けない汚れが付いたことを確認した
際に用いられる。本発明の内視鏡用レンズ清掃具は、内視鏡の処置具挿通口から処置具挿
通チャンネルを経て内視鏡先端に向けて挿通される。
【００４５】
　このとき、長尺部材は弾性を有するため、先端Ｌ字部は処置具挿通チャンネルの形状に
沿う形状に変形する。そして、長尺部材の先端部は、内視鏡先端から突出したとき、弾性
力により屈曲部の元の形状、例えばＬ字状に復元し、清掃部材が内視鏡の先端面に対向す
る。術者は内視鏡の画像を見ながら、長尺部材を回転させて、長尺部材の先端に付いた清
掃部材を内視鏡レンズの上方に位置するように調整する。そのあと長尺部材を基端側に引
くことで清掃部材をレンズに押し付ける。
【００４６】
　ここで、押し付ける前には清掃部材が先端に向かって、内視鏡レンズ面との距離が小さ
くなっているので、長尺部材を基端側に引くと、まず清掃部材の先端がレンズに接触し、
更に引くと、長尺部材の屈曲部のレンズから受ける外力による変形に伴い清掃部材の後端
方向が徐々にレンズに接触していき、最後は清掃部材の先端から後端までがレンズに接触
する。なお清掃部材がブラシであって長尺部材の先端がブラシ部より突出している場合、
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レンズを傷つけないよう突出部はレンズから遠ざかる方向にゆるやかに曲げられているこ
とが望ましい。
【００４７】
　その後、長尺部材の基端側を回転させることにより、先端の清掃部材をワイパーのよう
に揺動させて内視鏡レンズ上の汚れを拭き取るように除去する。このとき内視鏡に備わっ
ているレンズ洗浄用のノズルで水や空気を噴射しながら上記の操作を行うと、より強力に
汚れを除去することができる。
【００４８】
　内視鏡画像により汚れを除去できたことが確認できたら、長尺部材を内視鏡の処置具挿
通口から引いて清掃具を抜去する。処置具挿通チャンネルを通過するとき、挿通するとき
と同様に、長尺部材の屈曲部は弾性変形するため、処置具挿通チャンネルの形状に沿う形
状となる。よってスムーズに内視鏡から抜去することができる。
【００４９】
　なお、本発明の清掃具を処置具挿通口から挿通するに当たり、予め清掃部材を含む長尺
部材の、長尺部材の先端部から手元側を外筒に挿通しておくこともできる。長尺部材は弾
性を有するため、屈曲部は変形して外筒の内部に収納することが可能になる。収納した状
態での内視鏡への挿抜が可能になるため、挿通時は内視鏡の処置具挿通口、処置具挿通チ
ャンネル、内視鏡先端側のチャンネル開口部で清掃部材が削れる等のダメージを負うこと
がなくなり、汚れの除去性能が劣化することがなく、抜去時は清掃部材に付着した付着物
による内視鏡の処置具挿通チャンネルの汚染を防止することができる。
【実施例】
【００５０】
　（実施例１）
　実施例１の内視鏡用清掃具として、図１および２に示す清掃具を作成した。内視鏡用清
掃具において、長尺部材３１は、ニッケルチタン合金の２本の線材を撚り合わせた長尺部
材の先端をＬ字状に曲げて屈曲部３２を形成し、その先端側に清掃部材２１を設けた。長
尺部材の全長は、内視鏡のチャンネル経路長以上の長さである。超弾性材料は一般的に高
価なので、途中でステンレスの線材等の別の線材と接合されていてもよい。
【００５１】
　本実施例では、図３に示すように、先端側のニッケルチタン合金の線材３１ａと基端側
のステンレスの線材３１ｂの２種類の線材をパイプ３３によってカシメ接合で繋いで、長
尺部材とする。長尺部材は、図４に示すように、弾性を有するフッ素樹脂（ＰＴＦＥ）の
チューブである外筒５０内に予め収納する。長尺部材を外筒に挿入することによって先端
の屈曲部であるＬ字部が変形し、清掃部材をチューブ内に収納することができる。長尺部
材を外筒から押し出せばＬ字の屈曲部がチューブの外に出て元の形状に復元する。長尺部
材の基端部はハンドル４１を備え、長尺部材の引張りや押し出し、回転動作が容易になっ
ている。なお、清掃具において、基端とは、ハンドルを備える側、先端とはその反対側を
いう。
【００５２】
　図５に示すように、長尺部材３１の屈曲部３２より先端側に清掃部材２１として、直径
１．５ｍｍ、長さ６ｍｍの円筒形の低密度ポリエチレン製のスポンジを熱溶着により固定
した。長尺部材３１として、直径０．３ｍｍのニッケルチタン合金の単線の先端側をＬ字
状に曲げ、屈曲部３２を形成した。屈曲部はＬ字の短辺と長辺のなす角θの角度が６８度
となるように曲げた。これにより、清掃具の長尺部材の先端２１ａがレンズ面に対して近
づく方向に屈曲しているため、清掃部材が先端に向かって、内視鏡レンズ面との距離が小
さくなるように配置された。
【００５３】
　清掃具の清掃部材を含む先端側を内視鏡の処置具挿通チャンネルから内視鏡先端まで挿
通した。清掃具の清掃部材を含む先端側を内視鏡先端から突出させ、長尺部材の基端部を
回転させ、清掃部材を内視鏡レンズの情報に位置するように清掃部材の向きを調整した。
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長尺部材を基端側に引くと、まず清掃部材の先端がレンズに接触し、更に引くと、長尺部
材の屈曲部のレンズから受ける外力による変形に伴い清掃部材は後端方向にかけて徐々に
レンズに接触していき、図６に示すように、最後は清掃部材の先端２１ａから後端２１ｂ
までがレンズに接触した。
そして、長尺部材の基端側を回転させることにより、先端の清掃部材をワイパーのように
揺動させて内視鏡レンズ上の汚れを拭き取るように除去し、レンズを清掃した。
【００５４】
　（実施例２）　
　長尺部材３１として、直径０．３ｍｍのコバルトニッケル合金の単線の先端側をＬ字状
に曲げ、屈曲部３２を形成した。屈曲部はＬ字の短辺と長辺のなす角θの角度が９０度と
なるように曲げた。屈曲部より先端側に清掃部材２１として、直径１５μｍのナイロン糸
を、静電植毛により長尺部材の先端側に植えつけた。植毛したナイロン糸をカットし、先
端側２１ａを０．８ｍｍとし、順次長さを短くし、屈曲部側２２ｂを０．２ｍｍとした。
【００５５】
　本実施例によれば、長尺部材の屈曲部は、長尺部材の先端がレンズ面に対して平行な方
向に屈曲しているが、ブラシの毛の長さに勾配をつけているため、清掃部材が先端に向か
って、内視鏡レンズ面との距離が小さくなっている。清掃部材とレンズ面との接触の機序
は実施例１と同じである。
【００５６】
　（実施例３）　
　長尺部材３１として、直径０．２ｍｍのニッケルチタン合金の単線を半分に折り用いた
。直径０．０７ｍｍアクリル糸を、単線を半分に折りたたんだ位置より５ｍｍ基端側には
さみ、金属線を捻ることにより、清掃部材としてのブラシの毛を長尺部材の先端側に植え
つけた。その後、植えつけたアクリル糸をカットし、清掃部材は全体として、直径５ｍｍ
、長さ６ｍｍの円筒状とした。長尺部材の、清掃部材より基端側の位置をＬ字状に曲げ、
屈曲部３２を形成した。屈曲部はＬ字の短辺と長辺のなす角θの角度が６８度となるよう
に曲げた。さらに、図１０に示すように、長尺部材の最先端を内視鏡のレンズから遠ざか
る方向に曲げた。本実施例によれば、長尺部材の先端をレンズから遠ざかる方向に緩やか
に曲げているため、長尺部材の先端がレンズに接触し、レンズを傷つけることを防止でき
る。
【００５７】
　（実施例４）　
　長尺部材３１として、直径１ｍｍのコバルトニッケル合金の単線の先端側をＬ字状に曲
げ、屈曲部３２を形成した。屈曲部はＬ字の短辺と長辺のなす角θの角度が８０度となる
ように曲げた。長尺部材の屈曲部より先端側の壁面の内視鏡レンズに面する側から円周方
向に３０度の位置に長軸方向に沿って直径０．２ｍｍの円形の開口部を３箇所設けた。屈
曲部より先端側の内視鏡レンズに面する位置に清掃部材２１として、長さ６ｍｍ厚さ０．
５ｍｍ高さ０．５ｍｍの直方体形状のシリコーンゴムを接着剤により接着した。
【００５８】
　長尺部材の基端部にはシリンジを接続できるように接続部とハンドルを形成した。基端
部のシリンジから開口部は連通しているため、シリンジから生理食塩水を注入した際には
、先端開口部から生理食塩水が放出された。生理食塩水のみならず、精製水または洗浄剤
などの液体や、気体を注入、放出することができる。本実施例によれば、清掃部材が内視
鏡レンズ面に密着し、かつ清掃部材による内視鏡のレンズ面の清掃時に生理食塩水を放出
することができたので、より効率的に付着物を除去することができた。
【００５９】
　（比較例）
比較例の清掃具として、図１１示す清掃具を作成した。長尺部材１３１として、直径０．
３ｍｍのニッケルチタン合金の単線の先端側をＬ字状に曲げ、屈曲部を形成した。屈曲部
はＬ字の短辺と長辺のなす角の角度が９０度となるように曲げた。屈曲部より先端側に清
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掃部材１２１として、直径１．５ｍｍ、長さ６ｍｍの円筒形の低密度ポリエチレン製のス
ポンジを熱溶着により固定した。
【００６０】
　比較例の清掃具を外筒１５０に収納し、内視鏡８０の処置具口から内視鏡チャンネル８
２に挿通し、清掃部材をレンズ面８１に相対させた。清掃部材をレンズに押圧しようとす
ると、図１２のように長尺部材が処置具挿通チャンネル開口部の辺縁に接触し、そこを支
点として清掃部材がレンズから浮いてしまい、清掃部材を内視鏡のレンズ面に密着させる
ことができなかった。このため、内視鏡レンズ上で清掃部材を揺動させても汚れを拭き取
ることができなかった。
【符号の説明】
【００６１】
　１０  内視鏡用レンズ清掃具
　２１  清掃部材
　３１  長尺部材
　３２  屈曲部
　４１  操作ハンドル
  ５１  外筒
  ８０  内視鏡
  ８１  内視鏡レンズ
  ８２  処置具挿通チャンネル

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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